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吹田市民病院  
だより

6月は紫陽花が見頃です。

11月末の様子

● 発熱や咳などの呼吸器症状がある方は、別のエリアで受付と問診を
行い、他の患者さまと交差しない取り組みを行っています。

● 外来受診をされる患者さまは、２階受付でサーモモニター（右写真）
による体温測定を行っています。発熱を認めた場合、咳・味覚障害の
症状がある方は、別エリアで問診・診療を行います。

● 総合受付・総合案内・各外来ブロック受付等には飛沫感染防止シート
を設置しています。

● 通常の清掃に加え、多くの方が触れる場所は定期的に消毒作業を
行っています。平素より市立吹田市民病院だよりをご愛読いただきありがとうございます。

ご意見がございましたら市立吹田市民病院までご連絡ください。 (令和2年12月時点)

2階患者支援センターから見える「緑の遊歩道」は
四季折々の風景を楽しむことができます。春には桜並
木が美しく、その中でもしだれ桜が満開の時は見事な
桜景色を眺めることができます。5月には雪柳が真っ
白な花で咲き乱れ、同時に色鮮やかなツツジを咲かせ
ます。
6月には紫陽花が、秋にはきれいな紅葉を眺めるこ
とができ、四季それぞれの風景に癒されます。また遊
歩道を草刈りなどの整備をしていただいている方の姿
も感謝しながら眺めています。
患者支援センターへお越しの際には、窓からの遊歩
道をご覧ください。その時にしか見ることができない
景色に出会えるかも。

（患者支援センター  看護師A）

● 全職員が通勤時および勤務中にマスクを装着し、手指衛生を徹底しています。
● 診察・処置を行う際は飛沫などの感染性物質による感染（曝露）を防止するた
めに防護具を装着しています。（アイシールド・フェイスシールド・手袋・エプ
ロンなど）

● 全職員が毎日検温を行い、申告をしています。体調管理にも十分に留意し、職
員やその家族の健康観察を行うよう指導監督しています。

● 職員およびその家族に発熱・呼吸器症状があった場合、新型コロナウイルス感
染症が否定されるまで出勤停止としています。

私の好きな
市民病院の〇〇

～患者支援センター編～

職員の感染管理の徹底

外来エリアでの取り組み

当院で働く職員が、「私の好きな市民病院の〇〇」と称して
おすすめのスポット、食べ物を紹介します！

「緑の遊歩道」　

12月24日（木）、当院の小児病棟に
てクリスマスイベントを開催しました。
サンタクロースやトナカイが病室を訪
問し、プレゼントを渡しました。感染症
対策の観点から、例年より制限して会
を行いましたが、子どもたちは楽しんで
いました。

10月22日（木）、病院内
より火災発生を想定した訓
練を行いました。医師、看
護師、医療従事者らが参加
し、火災発生後、迅速に避
難、誘導を行いました。参
加者は避難完了の報告等を
行い、自らの改善点を確認
していました。

9月18日（金）、病院に隣
接する、あゆみ保育園にお
いても火災発生を想定した
訓練を行いました。火災発
生を知らせる警報器が鳴る
と、驚いている園児もいま
したが、落ち着いて行動
し、近隣の公園へ避難して
いました。

防火訓練を行いました クリスマス会を行いましたクリスマス会を行いました

サーモモニターの様子

消毒作業を徹底しています

新型コロナウイルス感染症の取り組み新型コロナウイルス感染症の取り組み
市立吹田市民病院では、院内における新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を防止する取り組みを行っています。
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今日、乳がんは日本人女性の11人に1人がなると言われています。日本の食生活が欧米化してきたため
に、以前は少なかった乳がんの罹患率が高くなってきています。現在、日本人女性が最も患うがんであ
り、乳がんで亡くなる女性は、35年前の約3倍に達しており、年々増加傾向にあります。胃がんや大腸が
んの検診は定着しつつありますが、乳がんの検診受診率は未だに低いのが現状です。

年齢別に見ると、30歳代から
増え始め、40歳代後半から50歳
代が最も多くなっています。
（右表参照）国立がん研究セン
ターのデータでは女性の全がん
患者さまの5年生存率は66％で
すが、乳がんにおいては91％を
超えており、乳がんは治る病気に
なっていることを示しています。

　乳腺に異常を感じてもすぐに外来受診をせずに、治療自体が遅れるケースも少なくありません。
乳がんは、早期発見・早期治療をすることにより、予後に大きく影響するため、マンモグラフィ検診が重要
な鍵となっています。マンモグラフィが効果を発揮するには、高い撮影技術と高度な読影力が不可欠です。

　すなわち、良い検診を行うには、撮影技師・読影医師の教育・研修と使
用する撮影装置の精度管理が適切に行われている施設である必要がありま
す。その判断材料のひとつとして、厚生労働省が乳がん検診の精度維持・
向上のために認めた委員会「マンモグラフィ検診精度管理中央委員会」
（精中委）の認定制度があります。
　今回、当院は「マンモグラフィ検診施設・画像認定」を取得しました。
診療放射線技師は、日々の業務の中、乳房撮影装置精度管理マニュアルに
即した管理を定期的に行っています。また、撮影は全て女性技師で行って
います。
　女性の皆さまがご安心して、当院のマンモグラフィ検診（住民健診）及
び乳腺外来（外科）にお越し頂けますよう、スタッフ一同、心よりお待ち
しております。

日本乳がん検診精度管理中央機構が定める
「マンモグラフィ検診施設画像認定」を取得しました。

新 任 医 師 の ご 紹 介新 任 医 師 の ご 紹 介

氏　  名　 梅 垣  昌 士
診 療 科 脳神経外科（部長）
コメント
 研修医以来約20年ぶりに赴任しま
した。これまでに積み重ねた経験を
活かし、脳神経外科の一員として、
皆さまに信頼いただける診療ができ
るよう努めます。

うめ　　がき　　　  まさ　　 お

氏　  名　 畔 　 満 喜
診 療 科 眼科（医長）
コメント
わかりやすく丁寧な説明を心がけ
ます。よろしくお願い致します。

くろ　　　　　　ま　     き

氏　  名　 佐 原  啓 太
診 療 科 整形外科（医員）
コメント
 早く仕事に慣れるようにがんばり
ます。よろしくお願い致します。

  さ　　 はら　　　  けい　　 た

年齢階級別 罹患率（全国推計値）2015年【女性】

当院のマンモグラフィ

資料：国立がん研究センターがん対策情報センター

CLINIC

かかりつけ医をお持ちですか？

乳腺外科の案内はこちら

吹田市乳がん検診の
ご案内はこちら

かかりつけ医とはあなたや家族の病気、健康に関するさまざま
な相談が気軽にできる身近なお医者さんのことです。
吹田市民病院では急性期の治療を終えて症状が安定した患者さ
まには、主治医からお住いの地域で必要な医療を継続いただける
医療機関をご案内しています。かかりつけ医の医療機関をお持ち
でない方には地域の医療機関をご紹介させていただきます。

外来の医師や看護師、病棟におたずねいた
だくか、2階の患者支援センターに直接、
｢かかりつけ医相談です｣とお越しください。

◆ 日常の健康管理のアドバイスをもらえる
◆ 体調の変化に気付いてもらいやすく、病気の早期発見・治療・重症化の
予防につながる

◆ 受付時間：月～金曜日
　　　　　　 9時～16時(相談無料)
◆ 設置場所：2階 患者支援センター

https://www.suitamhp.osaka.jp/medical/
department/surgery/breast-gland.html

https://www.city.suita.osaka.jp/home/soshiki/div-
kenkoiryo/hokencjigyo/006357/_73357/_73375#nyuu


